
1. はじめに 

1.1 背景と目的 

 昭和 30年代後半から大都市郊外に多く開発された、い

わゆるニュータウンの集合住宅団地は高経年化から建替

えや改修を含めた再生が必要なものも多く存在する。こ

れらの外部空間における共用の広場や遊び場また豊かに

形成された緑地は、貴重な資産として屋外環境の総合的

改善注 1)が望まれるが、区分所有型の集合住宅団地におい

ては合意形成が課題の一つとしてあげられる。 
筆者らは既報文 2)で、区分所有型集合住宅団地において

建替えることなく団地再生を図る試みとしての外構整備

計画の実践を通じて、外部空間の更新に伴う合意形成と

いう課題に対し、特に住棟配置などによる物理的構成と

更新の合意との関連について指摘した。本稿はその続報

として、更新にいたるまでのプロセスにおける居住者注 2)

の意向と更新工事への評価に着目し、それにみる居住者

意識と外部空間の構成及び更新の合意との関連を明らか 
 
 
 

にすることを目的とする。 
1.2 概要と位置づけ 

 まず 2章で更新工事に先立ち実施した居住者の意向調

査の結果を整理する。3 章で更新工事後に行ったワーク

ショップの参加者を対象とする調査から、実施した各工

事項目の評価について述べる。４章で外部空間における

境界の物理的構成を把握し、更新の合意との関係をみる。

最後に 5 章で、外部空間の更新のプロセスにみる居住者

の意識と、外部空間の境界構成による開放性から、更新

の合意が得られた要因について考察する。 
 既往研究で、集合住宅における区分所有者間の合意形

成に関するものには、建替えの初動期における合意形成

過程と課題を示したもの文 3)、老朽建替え事例を分析し合

意形成のプロセスを概念的に構築することを試みたもの

文 4)がある。団地再生の実践については、団地再生コミュ

ニティビジネスを構築し実践する過程を扱うもの文 5)、団 
地再生計画における基本構想づくりのプロセスについて

集合住宅団地における外部空間の更新と

そのプロセスにみる居住者意識
－千葉市ニュータウンでの団地外構整備計画の実践 その２－
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ㄽじたもの文 6)、区分所有者の意ᛮỴᐃᨭ᥼に関するもの

文 7)がある。また団地再生における居住者や区分所有者の

意識について扱ったものに、࢔ࢹ࢖࢔コン࣌を実施しᛂ

ເసရにみる団地再生ᡭ法への評価の分析を通じて団地

再生に対する区分所有者の意識構㐀を明らかにするもの

文 8)、一つのニュータウンを対象とした部఩ẖの再生工事

に対する住Ẹの合意形成意識に関するもの文 9)がある。本

稿は、建替えを行わないุ᩿をした経⦋をもつ高経年の

区分所有型集合住宅団地を対象とした外構整備計画の実

践を通じ、外部空間の更新における合意形成という課題

について、更新のプロセスにみる居住者意識と、外部空

間の物理的構成による開放性という㠃から᳨ウを行うと

こࢁに、その特ᚩがある。 

2. 外部空間の更新における居住者の意ྥ 

2.1 ㄪᰝの概要 

 対象となる団地（⾲ 1）における外構整備計画の実施

に先立ち、居住者の意向を把握することを目的に࢔ンࢣ

ーࢺ調査を行った（⾲ 2）。調査の対象は、団地ෆの居住

者と団地外に居住する区分所有者とした。調査のෆᐜは

団地の屋外環境の改善とᅇ⟅者のᒓ性に関する設ၥとし、

240名からᅇ⟅が得られた（⾲ 3）。 

 
 

 

 

 

2.2 居住者の意ྥ 

 調査は、各設ၥで」ᩘᅇ⟅とした。各設ၥでのᅇ⟅者

ᩘをẕ （ᩘ௨ୗ,n）とする結果は、図 1㹼4となった。設

ၥ 1(n=235)でࠕᏳ඲な団地ࠖ57.4㸣、ࠕ居ᚰ地のよい団

地 5ࠖ5.7㸣、ࠕຓけ合いのある団地 4ࠖ0.9㸣となった。設

ၥ 2(n=226)でࠕᩓṌがでࡁる場所ࠖ37.2㸣、ࠕఇ᠁がで

子౪ࠕ、る場所ࠖ26.1㸣ࡁ㐠動のでࠕ、る場所ࠖ31.0㸣ࡁ

たちが遊ࡪのをぢることがでࡁる場所 2ࠖ5.2㸣となった。

設ၥ 3(n=223)でࠕ⮬↛とᡙれる 5ࠖ6.5㸣、ࠕ遊ලで遊ࠖࡪ

52.0㸣、࣎ࠕーࣝ遊びࠖ44.8㸣、ࠕ木Ⓩり遊びࠖ37.2㸣と

なり、設ၥ 4(n=191)でࠕఇ᠁ࠖ51.3㸣、ࠕ遊び 3ࠖ9.8㸣、

 。クニックࠖ28.8㸣となったࣆࠕ、ᩓṌࠖ38.2㸣ࠕ

2.3 Ⱚ⏕の฼⏝に㛵ࡍる居住者の意ྥ 

 調査では、各設ၥに⮬⏤グ述ḍを設けᅇ⟅を཰集した。

ここでは設ၥ 4への⮬⏤グ述（ᅇ⟅ᩘ 47）から、Ⱚ生の

฼用に関する居住者の意向を整理する（図 5）。まず、Ⱚ

生に立ちධらないࠕ既存฼用の⥅続 （ࠖᅇ⟅ᩘ 14）と、 

 
調査対象 団地内の居住者、団地外に住む区分所有者 

実施期間 平成 25年 1月中旬～2月初旬 

配布数 団地内 708、団地外 257、計 965  

回収数 

（回収率） 

団地内 163（23.0％）、団地外 77（29.9％）、 

計 240（24.8％）  

配布・回収方法 

・団地内は、空き家を除く全住戸のポストに配布、 

回収は管理事務所へ提出     

・団地外は、各区分所有者へ郵送にて配布、 

回収は郵送にて提出 

調査項目 

・団地をどんなイメージにしたいか、団地にあったら 

 利用したい場所の特徴、子供の遊び場に必要なも 

 の、芝生でやってみたいこと、などと回答者の属性 

を 11の設問で調査 

 

性別 ○男性：114名 ○女性：124名 ○無回答：2名 

年齢 

○20歳未満：1名 ○20歳代：3名 ○30歳代：22名 

○40歳代：23名 ○50歳代：28名 ○60歳代：65名 

○70歳代：78名 ○80歳以上：16名 ○無回答：4名 

世帯構成 

○単身：44名 ○夫婦：94名 ○二世代同居（子供と

同居）：80名 ○二世代同居（親と同居）：2名 ○三世

代同居：6名 ○その他：7名 ○無回答：6名 

居住年数 

○5年未満：12名 ○5年以上 10年未満：23名  

○10年以上 20年未満：21名 ○20年以上 30年未

満：21名 ○30年以上：86名 

住まいの 

形態 
○持ち家：140名 ○賃貸：20名 ○無回答：3名 

 

⾲ 1 ᑐ㇟団地の概要 

⾲  ㄪᰝの概要ࢺーࢣン࢔ 2

⾲ 3 ᅇ⟅者㸦240ྡ㸧の概要 

31.0%

37.2%

6.6%

19.9%

19.0%

26.1%

17.3%

20.8%

14.2%

1.8%

12.8%

11.1%

14.2%

4.0%

3.1%

25.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１．休憩ができる場所

２．散歩ができる場所

３．読書のできる場所

４．おしゃべりができる場所

５．花見ができる場所

６．運動のできる場所

７．雨でも遊べる場所

８．ボール遊びができる場所

９．遊具の豊富な場所

１０．ステージがある場所

１１．調理（バーベキュー等）ができる場所

１２．植栽が楽しめる場所

１３．菜園として利用できる場所

１４．池のある場所

１５．昆虫の集まる場所

１６．子供たちが遊ぶのを見ることができる場所

複数回答

(n=226)

 

40.9%

22.6%

29.8%

33.6%

36.6%

55.7%

57.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１．助け合いのある団地

２．多世代交流のある団地

３．若い世代にも人気のある団地

４．自然が豊かな団地

５．四季を感じられる団地

６．居心地のよい団地

７．安全な団地

複数回答

(n=235)

 

52.0%

7.6%

56.5%

37.2%

19.7%

21.5%

24.2%

44.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１．遊具で遊ぶ

２．道での遊び

３．自然と戯れる

４．木登り遊び

５．果実を採る

６．虫とり遊び

７．水遊び

８．ボール遊び

複数回答

(n=223)  

38.2%

51.3%

39.8%

28.8%

23.6%

24.6%

18.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１．散歩

２．休憩

３．遊び

４．ピクニック

５．読書

６．昼寝

７．キャンプ

複数回答

(n=191)  

ᅗ 1 タၥ  ⟆のᅇ࡬ࠖ࠿࠸ࡓࡋにࢪー࣓࢖࡞ࢇ࡝ࢆ団地ࠕ1

ᅗ 2 タၥ  ⟆のᅇ࡬ሙᡤの≉ᚩࠖ࠸ࡓࡋ⏝฼ࡽࡓࡗ࠶団地にࠕ2

ᅗ 3 タၥ  ⟆のᅇ࡬のࠖࡶ࡞ሙにᚲ要ࡧᏊ౪の㐟ࠕ3

ᅗ 4 タၥ  ⟆のᅇ࡬とࠖࡇ࠸ࡓみ࡚ࡗࡸⰪ⏕でࠕ4

ͤ居住年ᩘと住まいの形ែは、団地ෆから得たᅇ⟅（163名）を対象とする。 

建設年  ：昭和 48年 総棟ᡞᩘ：27棟、768ᡞ 

ᩜ地㠃✚：75,393੍ 建築㠃✚：29,927੍ 

建築㠃✚：29,927੍ ᘏべ㠃✚：176,816੍ 

用㏵地域：➨一✀୰高ᒙ住居ᑓ用地域,一部 ➨一✀住居地域 
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に先立ち、居住者の意向を把握することを目的に࢔ンࢣ

ーࢺ調査を行った（⾲ 2）。調査の対象は、団地ෆの居住

者と団地外に居住する区分所有者とした。調査のෆᐜは

団地の屋外環境の改善とᅇ⟅者のᒓ性に関する設ၥとし、
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５．果実を採る

６．虫とり遊び

７．水遊び

８．ボール遊び

複数回答

(n=223)  

38.2%

51.3%

39.8%

28.8%

23.6%

24.6%

18.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１．散歩

２．休憩

３．遊び

４．ピクニック

５．読書

６．昼寝

７．キャンプ

複数回答

(n=191)  

ᅗ 1 タၥ  ⟆のᅇ࡬ࠖ࠿࠸ࡓࡋにࢪー࣓࢖࡞ࢇ࡝ࢆ団地ࠕ1

ᅗ 2 タၥ  ⟆のᅇ࡬ሙᡤの≉ᚩࠖ࠸ࡓࡋ⏝฼ࡽࡓࡗ࠶団地にࠕ2

ᅗ 3 タၥ  ⟆のᅇ࡬のࠖࡶ࡞ሙにᚲ要ࡧᏊ౪の㐟ࠕ3

ᅗ 4 タၥ  ⟆のᅇ࡬とࠖࡇ࠸ࡓみ࡚ࡗࡸⰪ⏕でࠕ4

ͤ居住年ᩘと住まいの形ែは、団地ෆから得たᅇ⟅（163名）を対象とする。 

建設年  ：昭和 48年 総棟ᡞᩘ：27棟、768ᡞ 

ᩜ地㠃✚：75,393੍ 建築㠃✚：29,927੍ 

建築㠃✚：29,927੍ ᘏべ㠃✚：176,816੍ 

用㏵地域：➨一✀୰高ᒙ住居ᑓ用地域,一部 ➨一✀住居地域 

 

[12/F/20㹼29/ங㺃ᗂ/ᣢちᐙ/5㹼10] 

බᅬで࣎ーࣝが౑えない分、Ⱚ生で࣎

ーࣝ遊びをしていますが、බᅬと㐪っ

て࣋ンチが↓いⅭ、ぶがᚅつには㏥ᒅ

な場所です。࣋ンチやテーࣝࣈがあれ

ば、ࣆクニック➼もでࡁ、㏆所との஺

ὶも広がるとᛮいます。 

[25/F/20㹼29/ங㺃ᅬ/㈤㈚/㹼5] 

ᐙ᪘や཭人とࣆクニックでࡁるとうれ

しい。 

[160/F/30㹼39/ᑠ/ᣢちᐙ/30㹼] 

㫽や⹸など、そしてⰼもᏘ⠇をឤじる

ことがฟ᮶る場所ࡔとᛮう 

[72/F/30㹼39/ங/ᣢちᐙ/5㹼9] 

Ⱚ生にධってはいけないという意ぢが

ありますが、生άの場のⰪ生なのに、

ながめるⅭࡔけのⰪ生なのでしࡻう

か㸽ᑠさな子౪にⰪ生のẼᣢちⰋさを

お▱えたいです。 

[132/F/30㹼39/ங/㈤㈚/㹼5] 

⌧在Ⱚ生で子どもたちが遊ࢇでいる

が、本᮶ධってよいのかためらってし

まう。遊ࢇでよいならよいでࢼ࢔ウン

スḧしい。 

[162/F/30㹼39/なし/ᣢちᐙ/㹼5] 

ⰼぢ 

[39/M/30㹼39/なし/ᣢちᐙ/㹼5] 

࣋ーࣂ）調理ࠕ、キャンプࠖについてࠕ

キュー➼）でࡁる場所ࠖが必要。 

140/F/30㹼39/-/団地外/20㹼30] 

⥭ᛴ᫬の฼用。特にఱかを設置したり

でなく例えば地㟈でᐙに住めない᫬の

ᅵ地฼用が୺でいいとᛮう。または子

どもの遊び場。 

[18/F/40㹼49/ᑠ/㈤㈚/30㹼] 

があり、おⰼぢなࠎっかくᏘ⠇の木ࡏ

て最高なのに฼用しないのではもっࢇ

たいない。ṧ念。 

[A73/F/30㹼39/-/団地外/-] 

人が立ちධらない᪉がⰋいとᛮう。 

⨾ほをᦆࡡる。 

[59/F/40㹼49/ᑠ㺃୰/ᣢちᐙ/5㹼9] 

Ⱚ生は㌿ࢇでも③くないし、遊ばࡏた

い。ᖾい⚾の棟の᪉ࠎはⰪ生で遊ࢇで

いても かくኌをかけてくࡔさるが、

棟によっては文ྃをゝう年㍮の᪉ࠎが

いるのも事実。࣌ッࢺの≟⊧がධって

もఱもゝわないのに、人間の子どもた

ちが遊ࢇでいてᛣられるのはなࡐか͐ 

Ⱚ生が再生でࡁなくなる程、遊ࡪわけ

ではないので、බに開放して࡯しい。 

[147/F/40㹼49/ᑠ㺃୰/ᣢちᐙ/5㹼9] 

Ⱚ生はᰂらかいので子౪たちが㌿がっ

たり、⮬⏤にᏳ඲に遊べる場所ࡔとᛮ

うので立ちධり⚗Ṇはあり得ない。༴

㝤なことはもちࢇࢁ⚗Ṇ。 

[90/F/40㹼49/ங/ᣢちᐙ/30㹼] 

もっと㟷ࡩ、ࠎさࡩさしていればᐷ㌿

がりたくなりますࡡ。 

[A24/F/40㹼49/-/団地外/-] 

一㝵にお住まいの᪉に㏞ᝨがかからな

いようにしなければならないとᛮうの

で、ࠕఇ᠁ 遊びࠕࠖ ㄞ᭩ࠕࠖ とࠖいったと

こࢁでしࡻうか 

[67/F/50㹼59/なし/ᣢちᐙ/20㹼30] 

Ⱚ生がいたࡴから子どもたちに遊ࢇで

はいけないみたいなことをいうけれ

ど、たࡔのⰪ生でᡭධれが大ኚなࡔけ

の≧ែでいるよりなら、どこか 1㹼2ࣨ

所のみ遊ࢇでもいいⰪ生にして子ども

たちに開放したり、ながめてࡁれいな

場所にしたいのなら、ᅬⱁዲࡁの人た

ちが᳜⿢をᴦしめるようなス࣌ースを

設けてもいいようにᛮいます。 

[143/F/50㹼59/なし/ᣢちᐙ/20㹼30] 
Ⱚ生はࡁれいにしているࡔけでな

く、遊び場として౑っていいとᛮい

ます。子どもがᑠさいとࡁはよくࣞ

ジャーシーࢺᘬいておにࡂり㣗べて

ンしたりして฼用していࢺミンࢺࣂ

ました。 

[88/M/50㹼59/なし/ᣢちᐙ/20㹼30] 

期間をᐃめて（例えば子౪のኟఇみの間

けとか）ཪ⣙᮰事をỴめて、Ⱚ生のୖࡔ

で㣧㣗、キャンプ➼をㄆめてもよいとᛮ

う。 

[47/M/50㹼59/なし/ᣢちᐙ/5㹼10] 

Ⱚ生とはすὒからᣢち㎸まれた概念で

あって、宅地に置いてはᣢち୺のステ

ータスを⾲すものと考える。ᅵ地はၟ

ᴗ̿⏿స̿∾地᳜̿ᯘ̿ᮍ฼用の㡰に

౑われていࡁ、ᮍ฼用のややᡭ๓がⰪ

生であるとᛮわれる。 

[29/F/60㹼64/なし/ᣢちᐙ/10㹼20] 

ᑠさいお子さࢇがいるᐙはⰪ生のୖで

おᘚᙜを㣗べたりでࡁればᴦしいので

はないか。 

[A35/F/50㹼59/なし/団地外/-] 

ࣛジ࢜య᧯、ኴᴟᣙ、ࣚ࢞など。子౪

から老人まで、↓理なくฟ᮶る࣋࢖ン

 。ࢺ

[A76/M/50㹼59/なし/団地外/-] 

᪥㝖け、࣋ンチが必要。 

[34/M/60㹼64/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

ᚰと㌟యの⒵しに฼用でࡁるようにし

たい。 

[6/F/60㹼64/なし/ᣢちᐙ/10㹼20] 

㣴生ばかりを大事にして立ちධりを⚗

Ṇするのはࢼンセンス。യࡔࢇら修᚟

すればⰋいのではないでしࡻうか。た

もしそう。࣓ࢲ通り㐨にするのは、ࡔ

したいなら、㣕び▼をおいたらどうで

しࡻう㸽 

[127/F/60㹼64/なし/ᣢちᐙ/20㹼30] 

1F に住ࢇでいます。ṇ┤目の๓のⰪ生

でఱかጞまると（遊びにしࢁ、学ᰯに

しࢁ）ⴠち着ࡁまࢇࡏ。ཪ、建物のす

ୗにはఱかⴠୗ物があったりするとࡄ

༴㝤です。建物から一ᐃ௨ୖは㏆づけ

ない（㏆づかない）ᵝな工ኵが必要か

とᛮいます。 

[145/F/60㹼64/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

⚾はこのⰪ生がẼにධってධ居しまし

た。௒でも高ᰯ生௨ୖの子らがⰪ生で

サッ࢝ーをしている᫬は注意します。

このࡁれいで═めのⰋい⣲ᩛなⰪ生を

いࢁいࢁなことに฼用ࡏず、௒まで通

りでいいとᛮいます。 

[A45/M/60㹼64/-/団地外/-] 

㏆くでࣂー࣋キュー 

[109/M/65㹼69/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

のびのびと子౪が遊べるᵝに⮬⏤に౑

えるようにする。 

[9/F/65㹼69/なし/ᣢちᐙ/20㹼30] 

฼用ࡏず㟼かな環境にしてくࡔさい。 

[135/F/65㹼69/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

ーキャンプもⰋいで࣐キュー、サ࣋ーࣂ

すࡡ 

[152/F/70㹼74/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

⬥の࣋ンチがྂくて༴㝤（᧔ཤされて

いました）Ᏻ඲な࣋ンチを。ኴᴟᣙ教

室、スࣞࢺッチ、ウ࢛ーキンࢢ。⅏ᐖ

にでࡁる⡆༢సᴗ。ఱが必要かもわか

る 

[116/F/70㹼74/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

Ⱚ生での遊びは㈶成でࡁまࢇࡏ  

Ⱚ生をかわいがりましࡻう 

[153/M/70㹼74/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

キャンプࠖЍ㠀ᖖ᫬に備え、᪥程をࠕ

Ỵめ、テンࢺの設Ⴀ、屋外でのయ㦂 

[A07/F/70㹼74/-/団地外/-] 

᳔子、テーࣝࣈ、屋᰿௜ࡁのఇ᠁所を。

築ᒣ㢼?ఱ᫬でもࡔれでもおしࡷべり

に集まれる場所 

[95/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/㹼5] 

Ⱚ生の広場が意外と多いのでᴦしく団

らࢇの場と遊びの場で開放してゆけば

Ⰻいと考えられます。 [98/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

(おⰼぢの᫬、ኟఇみ➼ࣂー࣋キュー) 

キャンプࠖЍキャンプでἩまれてもࠕ

ἩまれなくてもⰋいが、ⓙで調理㸫ᴦ

しࡴ㸫∦௜けを、子౪たちにయ㦂さࡏ

たい。 

のはࡪ遊びࠖЍⰪ生で子౪たちが遊ࠕ

OKとし、Ⱚสりの᪥はおᡭఏいを㸟 

[133/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

住Ẹ஺ὶの場として、ᑠさい子౪の遊

び場として有ຠに฼用するべࡁとᛮ

う。 

[2/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

特に棟の๓のⰪ生は和みの空間、⒵し

の空間であり、฼用する空間ではない。 

[21/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

緑の⨾しいⰪ生は、യめてはいけない

ので㞴しいです。 

[134/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼]  

Ⱚ生はなるべくⲨらさない 

[144/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

Ⱚ生は老化しています。඲㠃ᙇり替え

が必要とᛮわれます。つつじ、さつࡁ

もྠᵝ 

[56/M/75㹼79/-/団地外/30㹼] 

この⣲ᬕらしくᡭධれした所で子౪た

ちࡔけのキャンプなどチྍしてもいい

のでは㸽 

[81/F/75㹼79/なし/㈤㈚/5㹼9] 

・᫬ᢡ、子౪の࣎ーࣝ遊びがみられて

よい 

・⊧がⰪ生ෆでࣇンしているのをぢた。

子౪の࣎ーࣝ遊びがᚰ配、ఱとかな

らないものか 

・建物㏆く、2㹫ᖜࡄらいで⳯ᅬ（ᗞつ

 。るとよいࡁのような）がでࡁ

[A42/M/75㹼79/-/団地外/-] 

㝈られたࢰࠕーンࠖとし、緑豊かさを

㝖ཤして࡯しくない 

[70/M/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

 。➼ࣇࣝࢦンドࣛࢢ

[114/F/75㹼79/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

一㝵のことを考えると௒のままⰪ生は

立ちධらない(こと)を守りたい 

[41/M/80㹼/なし/ᣢちᐙ/30㹼] 

Ⱚ生での遊び➼は、一㝵にとっては㦁

㡢との関連でዲましくない。 

[128/M/80㹼/なし/㈤㈚/20㹼30] 

௒のままでⰋい。加工すると調和がቯ

れる。 

[100/F/㹼20/なし/ᣢちᐙ/10㹼19] 

ኳẼのⰋい᪥にࡦなたࡰっことかした

い。 

ᅗ  る居住者の意ྥࡍの⮬⏤グ㏙にみるⰪ⏕の฼⏝に㛵࡬とࠖࡇ࠸ࡓみ࡚ࡗࡸⰪ⏕でࠕ 5

 の㓄៖࡬㸯㝵居住者ە

 ࡴࡋᴦࢆᅬⱁە

 Ⱚ⏕の⨾ほの⥔ᣢە

 ࡴࡋとぶ↛⮬ە

 ⏝⅏ᐖ᫬の฼ە

 ሙᡤ࠺集ࡀ住Ẹە

 のタ置ࣝࣈーࢸ࣭ࢳン࣋ە

ンプࣕ࢟ە  るࡍࢆュー࢟࣋ーࣂ࣭

 るࡍࢆࢡࢵニࢡࣆⰼぢ࣭ە

 㛤ᨺ࡚ࡋሙとࡧᏊ౪の㐟ە

᪤Ꮡ฼⏝の⥅⥆ 

฼⏝の更新 

ͤซ例：⮬⏤グ述の[ ]ෆは๓から㡰に[ᅇ⟅者␒ྕ/性ู(M:⏨性・F:ዪ性)/年代/子の有↓と子のᒓ性/住まいの形ែ/居住年ᩘ]を⾲す。 
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Ⱚ生のࠕ฼用の更新 （ࠖᅇ⟅ᩘ 33）への意向に大ูした。

Ⱚࠕ1㝵居住者への配៖ࠖとࠕ、既存฼用の⥅続ࠖにはࠕ

生の⨾ほの⥔ᣢࠖについてグ述がみられた。ࠕ฼用の更

新 にࠖは、ࠕ子౪の遊び場として開放 にࠖついてのグ述が

最も多く（ᅇ⟅ᩘ 14）、それに関連してࠕ住Ẹが集う場

所 ࡴᅬⱁをᴦしࠕࠖ ⅏ᐖ᫬の฼用ࠕࠖ ࣝࣈンチ・テー࣋ࠕࠖ

の設置 クニックをするࣆ・ⰼぢࠕࠖ ࣋ーࣂ・キャンプࠕࠖ

キューをするࠖについてグ述がみられた。 

3. 外部空間の更新における居住者のホ౯ 

3.1 ㄪᰝの概要 

 2 年ᗘにΏる外構整備計画の工程において計 2 ᅇの更

新工事を実施した文 2)。1 ᅇ目の更新工事は、1 ⟠所のプ

、௨ୗ、PL）とそれに㞄᥋するⰪ生を対象に)ࢺロッ࢖ࣞ

◁場やప㕲Წといったᗂඣ用遊ලの新設などを行った。 

2ᅇ目の更新工事は、高㱋者向けとして 3⟠所の PLに೺

ᗣ࣋ンチ新設と住棟๓のⰪ生への࣋ンチ新設、またᗂඣ

用遊ලを 2⟠所の PLで新設、などを行った。工事᏶஢後

は、居住者への࿘▱と新設遊ලの౑用᪉法のㄝ明及びయ

㦂などを目的に、ワークショップを開ദした。その参加

者を対象に、各工事項目の‶㊊ឤを調査した（⾲ 4,5）。 

3.2 居住者のホ౯ 

 1 ᅇ目の更新工事における、各工事項目のᅇ⟅者ᩘを

ẕ （ᩘ௨ୗ,n）とする調査結果を図 6に示す。◁場(n=16)

で 7๭௨ୖが、◁場の◁として౑用した࣍ワࢺ࢖サンド

（௨ୗ、WS）(n=15)とప㕲Წ(n=16)でᅇ⟅者඲ဨが、ࠕ‶

㊊、やや‶㊊ とࠖ評価した。4✀㢮の࣋ンチ(n=18)では、

‶㊊したものを」ᩘᅇ⟅とし注 3)、テー࣋ࣝࣈンチが最も

多く㑅ᢥされた。また࢖ンタビューから得た意ぢは、௨

ୗである。◁場では、௜ᖏするಖㆤネッࢺのྲྀり扱いが

分かりづらい・㞴しいࠕ （ࠖ3名）、WSでࠕ౑いやすい・

⾨生㠃でⰋい （ࠖ6名）があった。ప㕲Წでは、地㠃に新

設したಖㆤ࣐ッࢺがࠕᏳᚰでࡁる （ࠖ10名）があった。4

✀㢮の࣋ンチについてはࠕ外で㣗事がでࡁるのがⰋいࠖ

（6名）、ࠕもっとቑやしてḧしい （ࠖ3名）があった。 

 2 ᅇ目の更新工事における、各工事項目のᅇ⟅者ᩘを

ẕᩘとする調査結果を図 7 に示す。Ṍ㐨ἢいの࣋ンチ

(n=57)と೺ᗣ࣋ンチ(n=55)は、⣙ 7๭がࠕ‶㊊、やや‶

㊊ とࠖ評価した。ᗂඣ用遊ලでは、࣒ービンࢢ遊ල(n=56)

で 8 ๭௨ୖ、ࢣࣂッࢺ型ࣛࣈンコ(n=55)で 7 ๭௨ୖが、

⏤⮬㊊、やや‶㊊ࠖと評価した。また各工事項目の‶ࠕ

グ述ḍから得たᅇ⟅は௨ୗになる。Ṍ㐨ἢいの࣋ンチで

ఇ᠁の場所がቑえてⰋいࠕ （ࠖ9 名）、ࠕ௨๓よりࡁれい

になりⰋい （ࠖ2名）と、ᩘࠕが多い （ࠖ2名）があった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
೺ᗣ࣋ンチでࠕ高㱋者にⰋい、೺ᗣにᙺ立てたい （ࠖ5名）

とࠕ（ぢられる場所で）౑うのが᜝ずかしい （ࠖ2 名）が

あった。ᗂඣ用遊ලは、࣒ービンࢢ遊ලでࠕもっとቑや

‶㊊䠖10

䜔䜔‶㊊䠖2

ᬑ㏻䠖3

䜔䜔୙‶䠖1

༢数回答

（n=16）

୙‶䠖0

 

‶㊊䠖14

䜔䜔‶㊊䠖2

ᬑ㏻䠖0

䜔䜔୙‶䠖0

༢数回答

（n=16）

୙‶䠖0

 

 

4

0

7

13

0 5 10 15

⦕ྎ

⫼↓し

⫼᭷り

テー䝤ル

複数回答

（n=18）

 

‶㊊䠖13

䜔䜔‶㊊䠖2

ᬑ㏻䠖0

䜔䜔୙‶䠖0

༢数回答

（n=15）

୙‶䠖0

 

⾲ 4 1ᅇ目の更新ᕤ஦のㄪᰝとᅇ⟅者㸦21ྡ㸧の概要 

⾲ 5 2ᅇ目の更新ᕤ஦のㄪᰝとᅇ⟅者㸦70ྡ㸧の概要 

調査᫬期 平成 25年 11月初旬 

調査項目 

・各ᕤ事㡯┠（◁場、WS,ప㕲Წ、4✀㢮の䝧䞁䝏）

の満㊊ឤ、芝生の利用、PLへの要ᮃ、回答者の

属性を 10の設問でイ䞁䝍䝡䝳ーに䜘䜚調査 

回答⪅の性別 ○男性：8名 ○女性：13名 

回答⪅の年齢 

○20歳未満：7名 ○30歳代：5名  

○40歳代：2名 ○50歳代：1名 ○60歳代：1名  

○70歳以上：4名 ○無回答：1名 

ྠ居䛩る子供 

の人数 

○いない：16名 ○1ே：3名 ○2ே以上：1名 

○無回答：1名 

 
調査᫬期 平成 26年 11月初旬 

調査項目 

・各ᕤ事㡯┠（Ṍ㐨ἢいの䝧䞁䝏、೺ᗣ䝧䞁䝏、䝮

ー䝡䞁䜾遊ල、䝞䜿䝑トᆺ䝤䝷䞁䝁）の満㊊ឤ、PL

への要ᮃ、回答者の属性を 10の設問で䜰䞁䜿ート

に䜘䜚調査 

回答⪅の性別 ○男性：21名 ○女性：29名 ○無回答：20名 

回答⪅の年齢 

○20歳未満：22名 ○20歳代：2名 

○30歳代：10名 ○40歳代：5名 ○50歳代：3名  

○60歳代：4名 ○70歳以上：14名  

○無回答：10名 

ྠ居䛩る子供 

の人数 
○いない：15名 ○い䜛：21名 ○無回答：34名 

 

ᅗ 7 2ᅇ目の更新ᕤ஦におけるྛᕤ஦㡯目のホ౯ 

‶㊊䠖29

䜔䜔‶㊊䠖19

ᬑ㏻䠖6

䜔䜔୙‶䠖2

༢数回答

（n=56）

୙‶䠖0

 

‶㊊䠖27

䜔䜔‶㊊䠖14

ᬑ㏻䠖6

䜔䜔୙‶䠖5

༢数回答

（n=55）

୙‶䠖3

 

ᅗ 6 1ᅇ目の更新ᕤ஦におけるྛᕤ஦㡯目のホ౯ 

Ṍ㐨ἢ࠸の࣋ンࢳ ೺ᗣ࣋ンࢳ 

 ࢥンࣛࣈᆺࢺࢵࢣࣂ 㐟ලࢢンࣅー࣒

㸲✀㢮の࣋ンࢳ 

◁ሙ ࢧࢺ࢖࣡࣍ンࢻ(WS) 

ప㕲Წ 

‶㊊䠖25

䜔䜔‶㊊䠖14

ᬑ㏻䠖15

䜔䜔୙‶䠖0

༢数回答

（n=57）

୙‶䠖3

 
 
 

‶㊊䠖22

䜔䜔‶㊊䠖15

ᬑ㏻䠖13

䜔䜔୙‶䠖3

༢数回答

（n=55）

୙‶䠖2
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Ⱚ生のࠕ฼用の更新 （ࠖᅇ⟅ᩘ 33）への意向に大ูした。

Ⱚࠕ1㝵居住者への配៖ࠖとࠕ、既存฼用の⥅続ࠖにはࠕ

生の⨾ほの⥔ᣢࠖについてグ述がみられた。ࠕ฼用の更

新 にࠖは、ࠕ子౪の遊び場として開放 にࠖついてのグ述が

最も多く（ᅇ⟅ᩘ 14）、それに関連してࠕ住Ẹが集う場

所 ࡴᅬⱁをᴦしࠕࠖ ⅏ᐖ᫬の฼用ࠕࠖ ࣝࣈンチ・テー࣋ࠕࠖ

の設置 クニックをするࣆ・ⰼぢࠕࠖ ࣋ーࣂ・キャンプࠕࠖ

キューをするࠖについてグ述がみられた。 

3. 外部空間の更新における居住者のホ౯ 

3.1 ㄪᰝの概要 

 2 年ᗘにΏる外構整備計画の工程において計 2 ᅇの更

新工事を実施した文 2)。1 ᅇ目の更新工事は、1 ⟠所のプ

、௨ୗ、PL）とそれに㞄᥋するⰪ生を対象に)ࢺロッ࢖ࣞ

◁場やప㕲Წといったᗂඣ用遊ලの新設などを行った。 

2ᅇ目の更新工事は、高㱋者向けとして 3⟠所の PLに೺

ᗣ࣋ンチ新設と住棟๓のⰪ生への࣋ンチ新設、またᗂඣ

用遊ලを 2⟠所の PLで新設、などを行った。工事᏶஢後

は、居住者への࿘▱と新設遊ලの౑用᪉法のㄝ明及びయ

㦂などを目的に、ワークショップを開ദした。その参加

者を対象に、各工事項目の‶㊊ឤを調査した（⾲ 4,5）。 

3.2 居住者のホ౯ 

 1 ᅇ目の更新工事における、各工事項目のᅇ⟅者ᩘを

ẕ （ᩘ௨ୗ,n）とする調査結果を図 6に示す。◁場(n=16)

で 7๭௨ୖが、◁場の◁として౑用した࣍ワࢺ࢖サンド

（௨ୗ、WS）(n=15)とప㕲Წ(n=16)でᅇ⟅者඲ဨが、ࠕ‶

㊊、やや‶㊊ とࠖ評価した。4✀㢮の࣋ンチ(n=18)では、

‶㊊したものを」ᩘᅇ⟅とし注 3)、テー࣋ࣝࣈンチが最も

多く㑅ᢥされた。また࢖ンタビューから得た意ぢは、௨

ୗである。◁場では、௜ᖏするಖㆤネッࢺのྲྀり扱いが

分かりづらい・㞴しいࠕ （ࠖ3名）、WSでࠕ౑いやすい・

⾨生㠃でⰋい （ࠖ6名）があった。ప㕲Წでは、地㠃に新

設したಖㆤ࣐ッࢺがࠕᏳᚰでࡁる （ࠖ10名）があった。4

✀㢮の࣋ンチについてはࠕ外で㣗事がでࡁるのがⰋいࠖ

（6名）、ࠕもっとቑやしてḧしい （ࠖ3名）があった。 

 2 ᅇ目の更新工事における、各工事項目のᅇ⟅者ᩘを

ẕᩘとする調査結果を図 7 に示す。Ṍ㐨ἢいの࣋ンチ

(n=57)と೺ᗣ࣋ンチ(n=55)は、⣙ 7๭がࠕ‶㊊、やや‶

㊊ とࠖ評価した。ᗂඣ用遊ලでは、࣒ービンࢢ遊ල(n=56)

で 8 ๭௨ୖ、ࢣࣂッࢺ型ࣛࣈンコ(n=55)で 7 ๭௨ୖが、

⏤⮬㊊、やや‶㊊ࠖと評価した。また各工事項目の‶ࠕ

グ述ḍから得たᅇ⟅は௨ୗになる。Ṍ㐨ἢいの࣋ンチで

ఇ᠁の場所がቑえてⰋいࠕ （ࠖ9 名）、ࠕ௨๓よりࡁれい

になりⰋい （ࠖ2名）と、ᩘࠕが多い （ࠖ2名）があった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
೺ᗣ࣋ンチでࠕ高㱋者にⰋい、೺ᗣにᙺ立てたい （ࠖ5名）

とࠕ（ぢられる場所で）౑うのが᜝ずかしい （ࠖ2 名）が

あった。ᗂඣ用遊ලは、࣒ービンࢢ遊ලでࠕもっとቑや

‶㊊䠖10

䜔䜔‶㊊䠖2

ᬑ㏻䠖3

䜔䜔୙‶䠖1

༢数回答

（n=16）

୙‶䠖0

 

‶㊊䠖14

䜔䜔‶㊊䠖2

ᬑ㏻䠖0

䜔䜔୙‶䠖0

༢数回答

（n=16）

୙‶䠖0

 

 

4

0

7

13

0 5 10 15

⦕ྎ

⫼↓し

⫼᭷り

テー䝤ル

複数回答

（n=18）

 

‶㊊䠖13

䜔䜔‶㊊䠖2

ᬑ㏻䠖0

䜔䜔୙‶䠖0

༢数回答

（n=15）

୙‶䠖0

 

⾲ 4 1ᅇ目の更新ᕤ஦のㄪᰝとᅇ⟅者㸦21ྡ㸧の概要 

⾲ 5 2ᅇ目の更新ᕤ஦のㄪᰝとᅇ⟅者㸦70ྡ㸧の概要 

調査᫬期 平成 25年 11月初旬 

調査項目 

・各ᕤ事㡯┠（◁場、WS,ప㕲Წ、4✀㢮の䝧䞁䝏）

の満㊊ឤ、芝生の利用、PLへの要ᮃ、回答者の

属性を 10の設問でイ䞁䝍䝡䝳ーに䜘䜚調査 

回答⪅の性別 ○男性：8名 ○女性：13名 

回答⪅の年齢 

○20歳未満：7名 ○30歳代：5名  

○40歳代：2名 ○50歳代：1名 ○60歳代：1名  

○70歳以上：4名 ○無回答：1名 

ྠ居䛩る子供 

の人数 

○いない：16名 ○1ே：3名 ○2ே以上：1名 

○無回答：1名 

 
調査᫬期 平成 26年 11月初旬 

調査項目 

・各ᕤ事㡯┠（Ṍ㐨ἢいの䝧䞁䝏、೺ᗣ䝧䞁䝏、䝮

ー䝡䞁䜾遊ල、䝞䜿䝑トᆺ䝤䝷䞁䝁）の満㊊ឤ、PL

への要ᮃ、回答者の属性を 10の設問で䜰䞁䜿ート

に䜘䜚調査 

回答⪅の性別 ○男性：21名 ○女性：29名 ○無回答：20名 

回答⪅の年齢 

○20歳未満：22名 ○20歳代：2名 

○30歳代：10名 ○40歳代：5名 ○50歳代：3名  

○60歳代：4名 ○70歳以上：14名  

○無回答：10名 

ྠ居䛩る子供 

の人数 
○いない：15名 ○い䜛：21名 ○無回答：34名 

 

ᅗ 7 2ᅇ目の更新ᕤ஦におけるྛᕤ஦㡯目のホ౯ 

‶㊊䠖29

䜔䜔‶㊊䠖19

ᬑ㏻䠖6

䜔䜔୙‶䠖2

༢数回答

（n=56）

୙‶䠖0

 

‶㊊䠖27

䜔䜔‶㊊䠖14

ᬑ㏻䠖6

䜔䜔୙‶䠖5

༢数回答

（n=55）

୙‶䠖3

 

ᅗ 6 1ᅇ目の更新ᕤ஦におけるྛᕤ஦㡯目のホ౯ 

Ṍ㐨ἢ࠸の࣋ンࢳ ೺ᗣ࣋ンࢳ 

 ࢥンࣛࣈᆺࢺࢵࢣࣂ 㐟ලࢢンࣅー࣒

㸲✀㢮の࣋ンࢳ 

◁ሙ ࢧࢺ࢖࣡࣍ンࢻ(WS) 

ప㕲Წ 

‶㊊䠖25

䜔䜔‶㊊䠖14

ᬑ㏻䠖15

䜔䜔୙‶䠖0

༢数回答

（n=57）

୙‶䠖3

 
 
 

‶㊊䠖22

䜔䜔‶㊊䠖15

ᬑ㏻䠖13

䜔䜔୙‶䠖3

༢数回答

（n=55）

୙‶䠖2

 
 
 

して࡯しい （ࠖ8 名）、ࢣࣂッࢺ型ࣛࣈンコでࠕᑠさい子

にᏳ඲でⰋい （ࠖ8 名）、ࠕもっとቑやして࡯しい （ࠖ11

名）があり、ቑ設を望ࡴグ述が」ᩘみられた。 

4. 外部空間のቃ⏺にみる空間構ᡂ 

4.1 ᑐ㇟団地の空間構ᡂ 

既報文 2)では、対象団地（図 8）の外部空間について、

住棟と共用通㊰による分⠇から計 17 の༢఩外部空間を

ᢳฟし（図 8୰,No1㹼17）、住棟配置の形≧と共用通㊰の

᥋㐨、PL とṌ㐨の有↓による空間構成の把握を行った。

また、この空間構成による外部空間の開放性と、更新の

合意との関連についてゝ及した。ここでは、༢఩外部空

間の境界の構成に着目し、その開放性と更新の合意との

関連について᳨ウする。 
4.2 ༢位外部空間のቃ⏺の構ᡂ要⣲ 

 ༢఩外部空間の住棟に㠃しない部分について、境界を

構成する要⣲の把握を行った。構成要⣲として、パ࢖プ

ᰙ、୰ప木が᳜えられⰪᙇりされた࣐ウンド（௨ୗ、࣐

ウンド）、またప木ᐦ᳜された▼✚み〇の᳜㎸ᱝ（௨ୗ、

᳜㎸ᱝ）の計 3✀㢮がみられた注 4)。設置場所は୺に、パ

、プᰙは共用通㊰またはそれに୪行するṌ㐨との境界部࢖

ウンドは᥋㐨する㥔㌴場との境界部、また᳜㎸ᱝはᩜ࣐

地ෆのṌ行者ᑓ用通㊰に㠃する境界部であった。これら

を༢఩外部空間における開放性のไᚚという㠃からみる

と、その形≧と設置場所からパ࢖プᰙ、࣐ウンド、᳜㎸

ᱝの㡰でよりᙉくなるとᤊえられる（図 9）。 
4.3 外部空間のቃ⏺構ᡂと合意ᙧᡂの㛵ಀ 

༢఩外部空間の境界構成と更新の合意との関連をみる

（⾲ 6）。住棟配置と境界構成の関係は、↓住棟ではパ࢖

プᰙのみ、ᖹ行型と L型では 3✀㢮඲てがみられた。ḟ

に共用通㊰の᥋㐨部に着目すると、ᖹ行型では୺にパ࢖

プᰙと࣐ウンドによる構成に、L 型では୺に࣐ウンドと

᳜㎸ᱝによる構成であった。共用通㊰の᥋㐨部にみる境

界構成と更新の合意との関係では、パ࢖プᰙや࣐ウンド

の構成による↓住棟とᖹ行型で更新工事の合意が得られ

た。一᪉で L型は、༢఩外部空間 No1の一部更新合意を

㝖ࡁ、ᑓ㛛ጤဨ఍注 5) による᫬期ᑦ᪩とのุ᩿注 6)からᮍ

合意となった。外部空間の境界構成にみる開放性と更新

の合意の関係としては、開放性のไᚚのᙉい L型で一部

更新合意またはᮍ合意となった。 
 とめࡲ.5

ᙜ団地での外部空間の更新について、居住者の意向を

調査した。ࠕᩓṌ ᠁ఇࠕࠖ 㐠動ࠕࠖ のをࡪ子౪たちが遊ࠕࠖ

ぢることࠖがでࡁる場所、また遊び場に必要なものとし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

てࠕ⮬↛ 遊ලࠕ木Ⓩりࠖやࠕࠖ ーࣝ遊びࠖに、高い࣎ࠕࠖ

意向がみられた。Ⱚ生については、ࠕఇ᠁ 遊びࠕࠖ ᩓࠕࠖ

Ṍ クニックࣆࠕࠖ へࠖの意向が高く、⮬⏤グ述からࠕ子౪

の遊び場として開放ࠖの意向がみられた。一᪉で、既存

฼用を⥅続する1ࠕ㝵居住者への配៖ ⥔Ⱚ生の⨾ほのࠕࠖ

ᣢࠖへの意向から、住棟に㠃する外部空間の฼用の更新

において合意形成の㞀ቨとなる居住者意識がみられた。 

更新工事について、各工事項目の居住者の評価を調査

した。ᗂඣ向けの更新となるࠕ◁場 ప㕲Წࠕࠖ ービ࣒ࠕࠖ

ンࢢ遊ල ンコࠖで、各ᅇ⟅者の⣙ࣛࣈ型ࢺッࢣࣂࠕࠖ 7㹼

10๭がࠕ‶㊊・やや‶㊊ とࠖ評価した。⮬⏤グ述からは、

 
ᅗ 8 ᑐ㇟団地の㓄置 

⾲ 6 ༢位外部空間のቃ⏺構ᡂと更新ᕤ஦の合意 

No8 

No1 No2 No3 

No5 

No6 

No4 PL2 

No7 
PL3 

No9 

PL4 

No10 

No11 

No12 

No13 

No14 

No15 

PL7 

No16 

PL6 

No17 

PL5 

PL1 

0  25  50    100㹫 

᥋ ᥋

4 7 15 9 12 8 10 11 17 1 16 3 2 5 6 13 14

䝟䜲プᰙ 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

䝬䜴ン䝗 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

植㎸ᱝ 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

ඹ用㏻㊰䜈の᥋道 全 全 全 3 2 2 2 3 3 1 1 ↓ 1 1 2 1 1

䝟䜲プᰙ 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

䝬䜴ン䝗 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

植㎸ᱝ 䖃 䖃 䖃

䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䕿 䕧 䕧 䕧 䕧 䕧 䕧 䕧

༢఩እ㒊✵間㻺㼛

ቃ⏺の構成せ⣲

ඹ用㏻㊰の

᥋道㒊における

ቃ⏺の構成せ⣲

䈜᭦᪂ᕤ஦の合ព㻌のซ౛䚷䖃䠖実施῭䜏䚷䕿䠖୍㒊᭦᪂合ព䚷䕧䠖ᮍ合ព

᭦᪂ᕤ஦の合ព

䈜ඹ用㏻㊰䜈の᥋道㻌のซ౛䚷全䠖全࿘᥋道䚷㻟䠖㻟㎶᥋道䚷㻞䠖㻞㎶᥋道㻌㻝䠖㻝㎶᥋道㻌↓䠖↓᥋道

住Ჷ配⨨ ↓住Ჷ ᖹ⾜ᆺ 㻸ᆺ

歩道配⨨ ᥋道・㈏㏻

㻼㻸配⨨ ⊂❧ᆺ ΰᅾᆺ ΰᅾᆺ

 

ᅗ 9 ቃ⏺の構ᡂ要⣲と㛤ᨺᛶのไᚚのᙉᙅ 

 ㎸ᱝ᳜       ࢻウン࣐      プᰙ࢖ࣃ

  
ᙅ࠸     㛤ᨺᛶのไᚚ     ᙉ࠸ 
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ᗂඣ用遊ලについてቑ設を望ࡴものがみられた。ᙜ団地

の既存遊ලは、経年化しまたᑵ学ඣ❺向けであるため、

ᗂඣ用遊ලへの要望は高いと考える。高㱋者向けの更新

となるࠕṌ㐨ἢいの࣋ンチࠖとࠕ೺ᗣ࣋ンチࠖは、各ᅇ

⟅者の⣙ 7๭がࠕ‶㊊・やや‶㊊ࠖと評価した。   

Ⱚ生の更新工事について述べる。ࠕ◁場 ࢢービン࣒ࠕࠖ

遊ලࠖと4ࠕ✀㢮の࣋ンチࠖは、PLに㞄᥋するⰪ生に設

置した。またࠕṌ㐨ἢいの࣋ンチࠖは、Ⱚ生に᥋㐨また

は㈏通する既存のṌ㐨ἢいに設置した（3章,3.1）。これ

らの工事の合意形成では、1ࠕ 㝵居住者への配៖ Ⱚ生ࠕࠖ

の⨾ほの⥔ᣢ （ࠖ2章,図 5）の意向が㞀ቨとなりうる。し

かし、PLに㞄᥋する部分あるいはṌ㐨ἢいという設置場

所の㑅ᢥが、ࠕ子౪の遊び場として開放 （ࠖ2章,図 5）や

᠁ఇࠕ ᩓṌࠕࠖ （ࠖ2章,図 4）の意向と合⮴することで、

更新の合意を得られている。 

 外部空間の境界構成と更新の合意について述べる。༢

఩外部空間の境界は 3✀㢮の構成要⣲からなり、その開

放性のไᚚにᙉᙅがみられた（4章,図 9）。共用通㊰の᥋

㐨部における境界構成は住棟配置との関連がみられ、↓

住棟でパ࢖プᰙ、ᖹ行型で୺にパ࢖プᰙと࣐ウンド、L

型で୺に࣐ウンドと᳜㎸ᱝとなった。境界構成と更新の

合意との関係は、開放性のไᚚがᙉい境界構成からなる

༢఩外部空間において、一部更新合意またはᮍ合意であ

った（4章,⾲ 6）。このことから、外部空間における住棟

配置や境界構成にみる開放性のᙉᙅと、更新の合意の㞴

᫆ᗘは、ఱらかの関連を有するものと᥎察する。 

 最後に、居住者意識と外部空間の境界構成及び更新の

合意について述べる。Ⱚ生の฼用に関する居住者の意向

（2章,図 5）において、1ࠕ㝵居住者への配៖ࠖやࠕⰪ生

の⨾ほの⥔ᣢࠖの一部に、Ⱚ生に対し௚人にධってḧし

くないという居住者意識がみられた。このことは、㦁㡢

やプࣛࣂ࢖シーへのᠱ念とともに、合意形成を㞴しくす

る一因となりえる。この居住者意識をⰪ生に対する居住

者の㡿有性注 7)のあらわれとしてみると、境界構成と更新

の合意との関係（4章,⾲ 6）から、開放性のไᚚが居住

者の㡿有性にᙉᙅを୚えており、更新の合意にᙳ㡪して

いることが考えられる。また、更新の合意が得られたⰪ

生での工事項目は、Ṍ㐨ἢいや PL の࿘ᅖであった（3

章,3.1）。これより、それࡒれの༢఩外部空間のなかにも

㡿有性のᙉᙅがあり、ᙜ団地におけるṌ㐨や PLあるいは

境界構成といった外部空間の物理的構成から、ある程ᗘ

ㄞみྲྀれるものと考える。更新のプロセスでは、2 年ᗘ

にΏり 2ᅇ更新工事を行った（3章,3.1）。㸯ᅇ目は PL5 に

㞄᥋するⰪ生の部分を対象とし、その評価をཷけて、2

ᅇ目はPL4と4⟠所の༢఩外部空間のⰪ生を対象とした。

このことは、₞㐍的な更新に伴う᫬間㍈ୖでの居住者の

㡿有性のኚ化としてㄞみྲྀれ、2 ᅇ目の更新工事の合意

を得られた一因と考える。なお、᥎ㄽの域をฟないとこ

 。たいࡡは௒後の課題とし᳨ウを重ࢁ

 

 

ὀ 

注1) 文 1)pp.115-120 

注2) 本稿においては、対象団地における区分所有者と居住者（㈤㈚を含

 。とする（ࡴ

注3) ḟ年ᗘ௨㝆の更新工事に向けて、要望の高い࣋ンチの✀㢮を把握す

る意図から、」ᩘᅇ⟅とした。 

注4) 境界構成要⣲の高さはⰪ生㠃からみて、パ࢖プᰙ 500 ੈ程ᗘ、࣐ウ

ンド 600ੈ程ᗘ、᳜㎸ᱝ 600ੈ程ᗘ（ప木ᐦ᳜を㝖く）であった。 

注5) 理事఍のㅎၥᶵ関であるᑓ㛛ጤဨ఍として設置されたබᅬ➼環境ၥ

題対⟇ጤဨ఍を指し、ᙜ団地の外構整備計画について᳨ウを行った。

また、これにᑓ㛛ᐙとしてᨭ᥼を行う立場から、筆者ら（NPO 法人

ちば地域再生リサーチ）が加わった。 

注6) 住棟๓のⰪ生の開放による㦁㡢・プࣛࣂ࢖シーへのᠱ念や、Ⱚ生を

遊び場にする㝿のࣝーࣝづくりについて㆟ㄽがあり、௒後の᳨ウ課

題とされた。 

注7) 文 10)p.205において、ಶ人がある空間を⮬分のものとしてឤじる意

識をいࡔくことをࠕ㡿有性ࠖとしている。 
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